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WB 1:500-1:1000,IP 1:20-1:50

Calculated MW: 46 kDa; Observed MW: 46 kDa
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	応用
	抗原情報
	背景
	Ins(3,4,5,6)P4やIns(1,3,4)P3など、様々なイノシトールポリリン酸をリン酸化できるキナーゼ。Ins(3,4,5,6)P4の1位をリン酸化してIns(1,3,4,5,6)P5を生成する。Ins(3,4,5,6)P4は細胞膜Ca2+活性化Cl-チャネルの阻害剤であるのに対し、Ins(1,3,4,5,6)P5は阻害剤ではないため、この反応は制御的に重要であると考えられている。また、Ins(1,3,4)P3のO-5およびO-6位をリン酸化して、ヘキサキスリン酸（InsP6）経路に必須の分子であるIns(1,3,4,6)P4を生成する。イノシトールポリリン酸ホスファターゼとしても機能し、Ins(1,3,4,5)P4およびIns(1,3,4,6)P4をIns(1,3,4)P3に、またIns(1,3,4,5,6)P5をIns(3,4,5,6)P4に脱リン酸化します。また、ADPおよびマグネシウム存在下でイノシトールテトラキスリン酸異性体であるIns(1,3,4,5)P4およびIns(1,3,4,6)P4を相互変換する異性化酵素としても機能する可能性があります。InsP6経路の律速酵素として機能すると考えられます。TNFRSF1A関連デスドメインの活性化を阻害することにより、TNF-α誘導性アポトーシスを修飾します。
	研究分野
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	ITPK1 抗体を使用した Hela 溶解物中の ITPK1 のウェスタン ブロット分析。

